
所 在 地
センター名

取替時期
納入商品：

：2024年4月
エコセンサー (高天井LED用後付センサー)
ES-150  252台(第1倉庫) 
ES-300  109台(第2倉庫) 

澁澤倉庫株式会社
倉庫2棟の高天井LEDに

C A S E  E X A M P L E

台
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導入後 

 %削減

消費電力

67.8W  x 252
既存LED

導入前

効果

台 
67.8W  x 252

既存LED
台 

10.0W  x 252
エコセンサー

＋

台 

澁澤倉庫株式会社様は、地球温暖化の防止をマテリアリティの一つとして掲げ、環境に配慮した物流・不動産事業
を展開しています。運営する物流センターにおいては、イノベーションとサステナビリティを観点に、自動化や省
力化、省エネルギー化など新しい取り組みを積極的に実施されています。このたび京葉配送営業所において、環境
取り組みの一環として、第１・第２倉庫の高天井 LED 照明に後付けセンサー ( エコセンサー ) を導入されました。
電気工事の難易度を考慮し、第１倉庫は LED 照明１台に対してエコセンサー１台、第２倉庫は LED 照明３台に対
してエコセンサー１台を設置。それぞれ、５７％、７８％と大きな電力量削減を達成されました。
「提案を受けたときは、正直言って疑っていました。７～８割も削減できるものなのかと」と日吉所長。「導入後は
消費電力量が順調に下がり、想定内に収まっている。」とご評価頂きました。使用感についても、「最初はセンサー
待機時が暗いかと思ったが、慣れると全く問題ない。センサー感度が良い。」（平井副所長）と高評価です。

千葉県：
京葉配送営業所  第1・第2倉庫：

後付センサーを追加設置

既存照明の消費電力を大幅削減

57

%

点灯率

33

 

   エコセンサー  ES-150 
補助灯光束                 1,500 lm
補助灯消費電力        10W
使用温度範囲            -20℃～45℃
センサー検知範囲    設置高5mで直径5m

■ 納入器具 ■ 電力量削減結果(第1倉庫・計算値) 
導入前 削減効果導入後

既存LED
常時点灯 消灯 点灯 点灯

既存LED
検知時待機時

エコセンサー 削減率57%合計

器具台数 台

%
W/台

kWh

円/年
円

定格消費電力

年間消費電力
(参考)電力料金単価
(参考)電気料金

円/10年
t-Co2/kWh

(参考)10年電気料金
年間CO2排出

点灯率 3367100

252 252252
67.8

252
67.8 67.8

57.7 19.15.7 32.9

10.0

＊電力ロガーで計測した複数回路分の消費電力量より、全体252台分を算出しています

(*1)年間稼働時間は7,488時間
(*2)

127,937
30 30 30 30

1,645,860
16,458,600

24.8

2,878,590 379,290
28,785,900

1,266,570
12,665,7003,792,900 12,327,300

1,232,730

42,219

既存LED

  0

0.0

0
0

0 12,643 54,862 73,075

(*3) CO2排出係数：0.000451 (東京電力エナジーパートナー R6年度事業者全体値)

(*1)

(*2)

(*3)

■ エコセンサーとは？
第１倉庫概要

高天井LED専用の後付センサーです。
既存LEDの横に後付けして、LEDを
自動点灯・消灯させます。
待機時はエコセンサーの補助灯が点
灯し、現場が真っ暗になりません。
メーカーや形を問わず、既存高天井
照明の省エネ化ができます。

(エコセンサー待機時) 既存LED 

待機時はエコセンサーの補助灯が点灯し、真っ暗にならない 検知時はエコセンサーの補助灯が消えて、照明が点灯 

エコセンサー : 点灯
: 消灯 (エコセンサー検知時) 既存LED 

エコセンサー : 消灯
: 点灯

既存LED照明 エコセンサー追加

導入前 導入後

(第1倉庫) 照明1台を
1台のエコセンサーで制御

第1倉庫の様子

左       右         日吉所長   平井副所長    

第 2倉庫事例は次ページ
東京電力エナジーパートナー 法人契約の平均値（高騰時ケースの電気料金）



台

130

導入後 

 %削減

消費電力

97.0W  x 316
既存LED

導入前

効果

台 
97.0W  x 316

既存LED
台 

20.0W  x 109
エコセンサー

＋

台 78

%

点灯率

16

〒520-3031 滋賀県栗東市綣 6-12-7    TEL  077-551-5002     http://www.lumiqs.jp/

   エコセンサー  ES-300 
補助灯光束                 3,000 lm
補助灯消費電力        20W
使用温度範囲            -20℃～45℃
センサー検知範囲    設置高5mで直径10m

(*1)年間稼働時間は7,488時間 (*3) CO2排出係数：0.000451 (東京電力エナジーパートナー R6年度事業者全体値)

■ 納入器具

■ エコセンサー設置数量の決め方

■ 電力量削減結果(第2倉庫・計算値) 
導入前 削減効果導入後

既存LED
常時点灯 消灯 点灯 点灯

既存LED
検知時待機時

エコセンサー 削減率78%合計

器具台数 台

%
W/台

kWh

円/年
円

定格消費電力

年間消費電力
(参考)電力料金単価
(参考)電気料金

円/10年
t-Co2/kWh

(参考)10年電気料金
年間CO2排出

点灯率 1684100

316 316109
97.0 97.0 97.0

103.5 16.66.2 80.8

20.0

＊電力ロガーで計測した複数回路分の消費電力量より、全体316台分を算出しています

229,522
30 30 30 30

1,513,080
15,130,800

22.7

6,885,660
68,856,600

1,101,720
11,017,200

411,360
4,113,600 53,725,800

5,372,580

36,724

既存LED

  0

316

0.0

0
0

0 13,712 50,436 179,086(*1)

(*2)

(*3)

第2倉庫概要

(エコセンサー待機時) 既存LED 
エコセンサー : 点灯

: 消灯 (エコセンサー検知時) 既存LED 
エコセンサー : 消灯

: 点灯

導入前 導入後

既存LED照明 3台 エコセンサー1台追加
(第2倉庫) 照明3台を
1台のエコセンサーで制御

A :  床面を隙間なく検知できるセンサー数量が必要 B : エコセンサーから既存照明への出力は400Wまで

第２倉庫の様子 ／ エコセンサー複数台を渡り配線し、それぞれ周囲のLED照明3台を制御しています

本事例では、A ・ Bを考慮し、エコセンサー配置提案は弊社から、Cは工事業者様より提案頂きました

C : 電気工事難易度による既存照明制御数選択

設置高
5.5m

検知範囲は、床面で設置高の２倍

床面が検知範囲（水色）で埋まっている
抜けがあると、検知点灯しない場所が発生する

・ ①～③合計 291W … 出力可能範囲内 ・第 1倉庫は②に該当。新規配線を減らすため

既存照明 1台に対してエコセンサー 1台を選択

既存照明 3台に対してエコセンサー 1台を選択
・第 2倉庫は①～③に該当せず。左記 A・Bより検討した

・ エコセンサーから出せる出力線は２本まで
上記ケースは ①②へ出力線を出し、②-③間は、
渡り配線している

ES-300 設置例

設置高 5.5mの場合は 11m

検知範囲 検知範囲

横から

上から

① 97W

出力線 1

出力線 2渡り配線 ② 97W③ 97W

工事難易度が高いケース

①天井に梁がない かつ 天井に穴を開けられない

②天井に出力線を適切に固定できる場所がない

③既存照明の配線と通路の向きが逆

→エコセンサーを設置できる場所がない

→別途、配線カバー等の設置が必要

→既存配線が使えず、新規配線が増える

(*2)東京電力エナジーパートナー 法人契約の平均値（高騰時ケースの電気料金）


